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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路基板と、この回路基板を保持する保持体とを備えた照明装置において、
　前記回路基板は、光源が実装された複数の実装部と、隣り合う前記実装部どうしを接続
する通電可能かつ可撓性を有する接続部とで構成され、
　前記保持体は、前記実装部の裏面と直接接触または間接接触した状態で前記回路基板を
保持しており、前記保持体の端部どうしを結合することで筐体を形成し、
　前記接続部は、隣り合う前記保持体の内面側の隅部において略筒状に屈曲していること
を特徴とする照明装置。
【請求項２】
　回路基板と、この回路基板を保持する保持体とを備えた照明装置において、
　前記回路基板は、光源が実装された複数の実装部と、隣り合う前記実装部どうしを接続
する通電可能かつ可撓性を有する接続部とで構成され、
　前記保持体は、前記実装部の裏面と直接接触または間接接触した状態で前記回路基板を
保持しており、前記保持体の端部どうしを結合することで筐体を形成し、
　前記保持体には、前記接続部を収める凹所が設けられていることを特徴とする照明装置
。
【請求項３】
　前記保持体には、前記接続部を収める凹所が設けられていることを特徴とする請求項１
に記載の照明装置。
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【請求項４】
　前記回路基板は、前記実装部の外側に突出する固定部を有し、この固定部が前記保持体
に物理的固定手段によって固定されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項
に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記物理的固定手段の頭部が前記凹所に収められていることを特徴とする請求項４に記
載の照明装置。
【請求項６】
　前記保持体には、前記回路基板へ電気を供給する電源ケーブルを挿通する挿通部が設け
られており、前記保持体の端部どうしを結合することで前記電源ケーブルを押圧すること
を特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、製品の外観検査などにおける照明として使用される照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　製品の表面検査等を行う方法として、底面より発光する照明装置を用いて製品に照光し
、その反射光を当該照明装置の近傍において目視あるいは撮影等を行って検査する方法が
従来より一般的に知られている。
　このような照明装置の一例として特許文献１に記載のものが知られている。この照明装
置は、開環リング状のフレキシブル基板を平面状態に保持したうえで当該フレキシブル基
板にＬＥＤをはんだ付けによりくまなく植設し、当該フレキシブル基板の一方の切欠き辺
と他方の切欠き辺とをＬＥＤが凹面側に位置するように接合または近接保持することによ
って、複数のＬＥＤを接頭円錐凹面に配置してなるものである。
【０００３】
　また、製品の表面検査等を行う照明装置の他の例として特許文献２に記載のものが知ら
れている。この照明装置は、３枚以上の板状の回路基板を折り曲げ可能な柔軟部材を介し
て長手方向に連結一体化するとともに、前記回路基板の少なくとも一面上にＬＥＤ素子を
実装して複合基板を形成し、当該複合基板を前記回路基板間で折り曲げて中空の多角筒状
に形成して、多角筒状体の内面および／または外面を発光面とするものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第２９７５８９３号公報
【特許文献２】特開２０００－２６９５４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特許文献１に記載の照明装置では、フレキシブル基板を接頭円錐状に屈曲す
る際に、当該フレキシブル基板が反るため、当該フレキシブル基板にＬＥＤを固定してい
るはんだに亀裂等が発生し、これが原因で不点灯の不具合が生じるおそれがある。
　また、このような照明装置は、例えば検査対象製品の表面の直線溝が正確に形成されて
いるか否かの検査には適さない。その理由として、照明装置からの光は、リング状という
形状の特性上、様々な方向から直線溝に向けて照射される。この特性により、直線溝に沿
って光が照射されず、これが原因で直線溝に光ムラが発生し、直線溝が正確に形成されて
いるか否かが不明確となるからである。
　このため、上記のような検査では、直線溝に沿って光を照射できる角筒状の照明装置が
適している。
【０００６】
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　一方、前記特許文献２に記載の照明装置は、角筒状の照明装置であり、回路基板が反る
ことがないので、前記のようなはんだに亀裂等の不具合が生じるおそれはない。
　しかし、当該照明装置では、回路基板を折り曲げ可能とする柔軟部材にＬＥＤ等の光源
がないため、検査対象製品の検査面において光ムラが存在し、検査面の微小な傷や仕上が
り不具合等を検出できない場合が生じる。
　また、近年では、検査の高速化に伴い、高光出力のいわゆるパワーＬＥＤを用いる傾向
があるが、前記照明装置では、発熱量が大きいパワーＬＥＤを使用した場合の放熱につい
て考慮されていない。つまり、特許文献２には、当該照明装置が、適宜のケースやフレー
ム等にネジなどの固定手段により固定されて使用されると記載されているだけであり、放
熱については何等記載されていない。
【０００７】
　本発明は、前記事情に鑑みてなされたもので、発熱量が大きい光源を用いた場合におい
ても放熱効果に優れ、高出力かつ発光面積が大きい照明装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するために、本発明の照明装置は、回路基板と、この回路基板を保持す
る保持体とを備えた照明装置において、
　前記回路基板は、光源が実装された複数の実装部と、隣り合う前記実装部どうしを接続
する通電可能かつ可撓性を有する接続部とで構成され、
　前記保持体は、前記実装部の裏面と直接接触または間接接触した状態で前記回路基板を
保持しており、前記保持体の端部どうしを結合することで筐体を形成し、
　前記接続部は、隣り合う前記保持体の内面側の隅部において略筒状に屈曲していること
を特徴とする。
【０００９】
　ここで、回路基板は、実装部および接続部を含めて全体をフレキシブル基板として構成
するものに限らず、実装部は剛性を有する基板を用い、剛性を有する基板どうしをつなぐ
接続部はフレキシブル基板によって構成してもよい。
　このような回路基板としては、例えば、ポリイミド樹脂からなる可撓性を有する樹脂基
板の一方の表面に銅箔を形成し、この銅箔の表面に配線パターンを形成し、光源としての
多数のＬＥＤを設けるとともに、前記樹脂基板の他方の表面に熱伝導性に優れたアルミ等
の薄膜を形成したものが好適に用いられる。アルミ等の薄膜は、ＬＥＤが設けられた部位
に対向して形成するのが好ましい。
　また、前記光源はＬＥＤが好適に使用されるが、ＬＥＤ以外の他の光源であってもよい
。
　本発明において「保持体」とは、照明装置の筐体を形成するものであり、少なくとも回
路基板の実装部と接触する箇所は、熱伝導性に優れ、かつ剛性を有するものが好ましく、
さらに、保持体の熱伝導率が、実装部の熱伝導率より大きい方が好ましい。
　また、保持体は実装部の裏面と直接接触または間接接触した状態であればよいが、「間
接接触した状態」とは、保持体と実装部の裏面との間に放熱手段（例えば、放熱シート）
を設け、保持体と実装部の裏面それぞれが放熱シートに接触した状態のことである。放熱
手段を間に介在させた場合の熱伝導率の関係は、保持枠よりも放熱手段の方が小さく、実
装部よりも放熱手段の方が大きいことが好ましい。
　保持体による筐体の形成は、後述する複数の保持体毎の端部どうしを結合するものに限
らず、１枚の帯状の保持体の端部どうしを結合するものでも良い。１枚の帯状の保持体の
場合、回路基板の接続部と並行保持される箇所は、回路基板を保持した状態で接続部と一
緒に保持体を曲げることを可能とするよう可撓性を有している。
【００１０】
　本発明においては、光源を備えた実装部の裏面が保持体に接触しているので、光源に生
じる熱を実装部を介して保持体に伝熱し、この保持体から外部に放熱できる。また、光源
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を備えた実装部を保持体の内面に取り付けることによって、光源を保持体の内面全体に配
置することができ、その結果、高出力かつ発光面積が大きいものとすることができる。
　したがって、発熱量が大きい光源を用いた場合においても放熱効果に優れ、高出力かつ
発光面積が大きい照明装置を提供できる。
【００１１】
　本発明の前記構成において、前記保持体には、前記接続部を収める凹所が設けられてい
るのが好ましい。
【００１２】
　凹所は、光源実装面を筐体内側に向けている場合、筐体内部の隅部に設けていることが
好ましく、光源実装面を筐体外側に向けている場合、筐体外部の角部に設けていることが
好ましい。
　このような構成によれば、光源を備えない接続部が凹所に収められているので、隣り合
う実装部どうしを接続部に干渉することなく十分に近づけて発光面を連続させることがで
きる。したがって、この実装部に光源をくまなく配置することによって、接続部での光ム
ラの発生を抑制しつつ発光面積をより大きなものとすることができる。
【００１３】
　また、本発明の照明装置は、回路基板と、この回路基板を保持する保持体とを備えた照
明装置において、
　前記回路基板は、光源が実装された複数の実装部と、隣り合う前記実装部どうしを接続
する通電可能かつ可撓性を有する接続部とで構成され、
　前記保持体は、前記実装部の裏面と直接接触または間接接触した状態で前記回路基板を
保持しており、前記保持体の端部どうしを結合することで筐体を形成し、
　前記保持体には、前記接続部を収める凹所が設けられていることを特徴とする。
　また、本発明の前記構成において、前記回路基板は、前記実装部の外側に突出する固定
部を有し、この固定部が前記保持体に物理的固定手段によって固定されているのが好まし
い。
【００１４】
　ここで、前記物理的固定手段としては、例えば、ねじ、ビス、釘等の止着材が挙げられ
るがこれに限ることはない。
【００１５】
　このような構成によれば、実装部の外側に突出する固定部が保持体に物理的固定手段に
よって固定されているので、経時劣化により回路基板が保持枠から剥がれることを防止で
きる。また、固定部が実装部の外側に突出しているので、実装部の面積を大きくとること
ができる。したがって、実装部に光源をくまなく配置することによって、発光面積をさら
に大きなものとすることができる。
【００１６】
　また、本発明の前記構成において、前記物理的固定手段の頭部が前記凹所に収められて
いるのが好ましい。
【００１７】
　このような構成によれば、物理的固定手段の頭部が筐体に干渉することがないので、筐
体に隙間が生じて光漏れが生じるのを防止できる。
【００１８】
　また、本発明の前記構成において、前記保持体には、前記回路基板へ電気を供給する電
源ケーブルを挿通する挿通部が設けられており、前記保持体の端部どうしを結合すること
で前記電源ケーブルを押圧するのが好ましい。
【００１９】
　このような構成によれば、挿通部に通された電源ケーブルが保持体の端部どうしを結合
することで押圧されているので、電源ケーブルと筐体との間に隙間が生じることがない。
したがって、筐体外部への光漏れを防止できるとともに、筐体からの電源ケーブルの抜け
を防止できる。
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【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、発熱量が大きい光源を用いた場合においても放熱効果に優れ、高出力
かつ発光面積が大きい照明装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施の形態に係る照射装置を示すもので、当該照明装置の斜視図である
。
【図２】同、照明装置の分解斜視図である。
【図３】同、保持体を示す斜視図である。
【図４】同、回路基板を四角筒状に形成した状態を示す斜視図である。
【図５】同、帯状体の斜視図である。
【図６】同、帯状体の正面である。
【図７】同、帯状体の接続部の断面図である。
【図８】同、筐体の角部を内部構造を含めて示す斜視図である。
【図９】同、照明装置の底面図である。
【図１０】同、一つの保持体を外した状態を示す照明装置の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
　図１および図２は、本発明の実施の形態に係る照射装置を示すもので、図１は斜視図、
図２は分解斜視図である。
【００２３】
　本実施の形態に係る照明装置１００は、製品の外観検査などにおける照明として使用さ
れるもので、保持体１と、この保持体１に保持され、かつ光源３を備えた回路基板２とを
備えている。
　保持体１は、側板部５と上板部６とから構成され、４つの保持体１の端部どうしを結合
することで四角筒状の筐体７が形成されている。また、４つの保持体１の端部どうしを結
合することで上板部６によって開口４が形成されている。この開口４は、目視あるいは撮
影等を行って検査する際に使用される。また、照明装置１００は、回路基板２に電力を供
給するための電源ケーブル１５を備え、この電源ケーブル１５は筐体７から延出している
。
【００２４】
　回路基板２は、実装部２ａと、後述する通電可能かつ可撓性を有する接続部２ｂとから
構成されている。そして、保持体１は、実装部２ａの裏面と接触した状態で回路基板２を
保持している。また、保持体１の熱伝導率は、実装部２ａの熱伝導率より大きくなってい
る。
　側板部５は、図２および図３に示すように、略矩形板状に形成されており、側板部５の
筐体７の内側を向く内面側には取付面５ａが形成されている。そして、この取付面５ａに
放熱シート８を挟んで回路基板２の実装部２ａが密接されるようになっている。また、側
板部５の内面側には、前記取付面５ａの両側部からそれぞれ外側に突出する固定面５ｂ，
５ｂが形成されており、この固定面５ｂ，５ｂにねじ孔５ｃ，５ｃが形成されている。固
定面５ｂ，５ｂは、凸部５ｔ，５ｔの上面に形成されており、この凸部５ｔ，５ｔを取付
面５ａの中央に対して略点対称の位置に設けることによって、固定面５ｂ，５ｂは取付面
５ａの中央に対して略点対称の位置に形成されるとともに、取付面５ａと面一になってい
る。
【００２５】
　さらに、側板部５の内面側には、取付面５ａの一方の側に被当接面５ｄが取付面５ａと
所定の段差をもって形成され、この被当接面５ｄに側板部５の外面から貫通する孔５ｅ，
５ｅが側板部５の短辺方向に離間して形成されている。この被当接面５ｄの横方向（側板
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部５の長辺方向）の幅は、側板部５の最大厚さより幅広となっている。２つの凸部５ｔ，
５ｔのうち、一方の凸部５ｔは被当接面５ｄに形成されている。
　また、側板部５の内面側には、取付面５ａの他方の側に凹所５ｆが形成されている。こ
の凹所５ｆは、後述するように、屈曲された接続部２ｂを収めるためのもので、側板部５
の側端部を断面Ｌ形に切り欠かれた形状となっており、上下の寸法（保持体１の短辺方向
の寸法）は接続部２ｂの幅より十分に長くなっている。また、この凹所５ｆの底面は前記
被当接面５ｄより側板部５の外面側に位置している。つまり、凹所５ｆは被当接面５ｄよ
り取付面５ａからの深さが深くなっている。この凹所５ｆの下側に他方の前記凸部５ｔが
形成されている。
　また、側板部５の凹所５ｆが形成されている側の左側端面は、側板部５、つまり保持体
１を四角筒状に連結する際に、隣り合う側板部５の被当接面５ｄに当接する当接面となっ
ており、この側端面（当接面）には、ねじ孔５ｇ，５ｇ（図２参照）が側板部５の短辺方
向に離間して凹所５ｆを挟む位置に形成されている。
【００２６】
　上板部６は、図１～図３に示すように、筐体７の内側を向く取付面６ａを有しており、
この取付面６ａと前記取付面５ａとの間には凹溝６ｃが形成されている。
　また、上板部６は三角形状の当接面６ｆ，６ｆを有しており、側板部５を四角筒状に連
結する際に、隣り合う上板部６，６の当接面６ｆ，６ｆどうしが互いに当接するようにな
っている。
　さらに、上板部６は、上面との所定の段差を有する受面６ｇ（図７参照）を有するとと
もに、上面から突出する突出部６ｈを有している。そして、この突出部６ｈは、隣り合う
上板部６，６の隣り合う当接面６ｆ，６ｆどうしが互いに当接する際に、受面６ｇに当接
することで、当接面６ｆ，６ｆ間からの光漏れを防止するようになっている。
【００２７】
　前記回路基板２は柔軟なフレキシブル基板によって形成されており、図４～図６に示す
ように、４枚の実装部２ａと、隣り合う実装部２ａ，２ａどうしを通電可能に接続する可
撓性を有する接続部２ｂとを備えている。実装部２ａは矩形状に形成され、前記取付面５
ａとほぼ等しい大きさに形成されている。接続部２ｂは、隣り合う実装部２ａ，２ａ間に
おいて２つ平行に帯状に形成されている。この接続部２ｂは、筐体７の隣り合う内面の隅
部、つまり、隣り合う保持体１，１の内面側の隅部において屈曲可能となっている。
　また、回路基板２は、実装部２ａの外側に突出する固定部２ｄ，２ｄを有しており、こ
の固定部２ｄには孔２ｅ（図４参照）が形成されている。固定部２ｄ，２ｄは、実装部２
ａの中央に対して略点対称な位置で、かつ、前記固定面５ｂと対応する位置に形成されて
いる。
　また、照明装置１００は、略台形状の台形回路基板９を有しており、この台形回路基板
９は、上板部６の取付面６ａに取り付けられ、当該台形回路基板９と回路基板２とは電気
的に接続されている。
【００２８】
　また、このような回路基板２の実装部２ａと台形回路基板９にそれぞれ光源３が設けら
れている。この光源３は、実装部２ａと台形回路基板９にそれぞれ、くまなく実装された
多数のＬＥＤ（図示せず）と、これら多数のＬＥＤを全体的に覆う透光性を有する拡散板
とを備えている。したがって、光源３は実装部２ａおよび台形回路基板９のほぼ全領域に
設けられており、これによって発光面積が十分広いものとなっている。
【００２９】
　このような光源３を備えた回路基板２は、図５および図６に示すように、４つの保持体
１を左右に並設して配置し、これら４つの保持体１に、回路基板２を左右に延在するよう
にして配置したうえで、回路基板２を保持体１に固定することによって、当該４つの保持
体１を帯状に連結している。
　回路基板２を保持体１に固定する場合、各実装部２ａを各保持体１の側板部５の取付面
５ａに、放熱シート８を挟んで密接するとともに、各台形回路基板９を各上板部６の取付
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面６ｂに、放熱シート８を挟んで密接し、さらに、回路基板２の固定部２ｄを側板部５の
固定面５ｂに設置し、固定部２ｄの孔２ｅにねじ（物理的固定手段）１０を挿通して、固
定面５ｂのねじ孔５ｃにねじ込むことによって行われている。
【００３０】
　この状態において、隣り合う保持体１，１の側板部５，５を接続するように、接続部２
ｂ，２ｂが配置されている。図５および図６において上方の接続部２ｂは、その上辺が上
板部６，６の下部に当接し、下辺が前記固定面５ｂを形成するための凸部５ｔに当接する
ことによって、上下方向への移動が規制されている。また、下方の接続部２ｂはその上下
の辺がそれぞれ上下に配置されている固定面５ｂ，５ｂを形成するための凸部５ｔ，５ｔ
にそれぞれ当接することによって、上下方向への移動が規制されている。
　また、図７に示すように、前記接続部２ｂは一方の側板部５の凹所５ｆおよび他方の側
板部５の被当接面５ｄの上方に配置されている。そして、保持体１，１の端部どうしを結
合する際に、一方（図７において右方）の側板部５の側端面が、他方の側板部５の被当接
面５ｄに当接されることによって、側板部５，５の端部間に凹所５ｆが設けられ、この凹
所５ｆに屈曲された接続部２ｂが収められるようになっている。
【００３１】
　このように４つの保持体１を連結して形成された帯状体１２は四角筒状に組み立てられ
るが、当該帯状体１２の両端部には、これら端部どうしを結合する結合手段１３が設けら
れている。
　この結合手段１３は、帯状体１２の一方の端部に位置する保持体１の被当接面５ｄに形
成された孔５ｅと、帯状体１２の他方の端部に位置する保持体１の側端面に形成されたね
じ孔５ｇと、孔５ｅに挿通されねじ孔５ｇにねじ込まれる保持体連結用ねじ１４（図１お
よび図２参照）によって構成されている。
【００３２】
　このような帯状体１２の４つの保持体１を四角筒状に組み立てる場合、当該４つの保持
体１を、その光源３が取り付けられた面が内側に向くようにして、回路基板２の接続部２
ｂを屈曲するとともに、その屈曲した接続部２ｂを外側に張り出す（図２参照）ことによ
って、四角筒状に形成する。また、保持体１の上板部６は側板部５と一体的に形成されて
いるので、側板部５を四角筒状に配置することによって、上板部６は平面視において中央
に開口４を有する矩形板状に配置される。
【００３３】
　保持体１を四角筒状に配置する場合、隣り合う保持体１，１の側板部５，５のうちの一
方の側板部５の側端面を、他方の側板部５の被当接面５ｄに当接したうえで、被当接面５
ｄに形成された孔５ｅに保持体連結用ねじ１４を挿通して、前記側端面に形成されたねじ
孔５ｇにねじ込むことによって隣り合う側板部５，５どうしを連結して固定する。
【００３４】
　そうすると、図８に示すように、一方の側板部５の側端部に凹所５ｆが形成されている
ので、この凹所５ｆによって、筐体７の隣り合う内面の隅部に凹所５ｆが設けられる。
　一方、前記帯状体１２における接続部２ｂは、図７に示すように、一方の側板部５の凹
所５ｆの上方に設けられているので、この接続部２ｂが屈曲されると、図２に示すように
、接続部２ｂが略筒状になり、この略筒状の接続部２ｂが、図８に示すように、凹所５ｆ
に収められる。また、接続部２ｂは、上述したように、上板部６や凸部５ｔによって、上
下方向（図５および図６において上下方向）への移動が規制されているので、当該接続部
２ｂを屈曲する際に、当該接続部２ｂが上下方向に逃げることなく、略筒状になって、前
記凹所５ｆにスムーズに収められる。
　また、側板部５の被当接面５ｄの横方向の幅が、側板部５の側端面の最大幅より幅広と
なっているので、図９に示すように、一方の側板部５の被当接面５ｄに、他方の側板部５
の側端面を当接することによって、筐体７の隣り合う内面の隅部に凹所５ｈが設けられる
。したがって、この固定部２ｄが凹所５ｈに収められるとともに、固定部２ｄを固定面５
ｂに固定するための固定面固定用ねじ１０の頭部１０ａが凹所５ｈに収めれる。
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【００３５】
　また、隣り合う上板部６，６どうしは、それらの当接面６ｆ，６ｆどうしを互いに当接
するとともに、一方の上板部６の一方の突出部６ｈを、他方の上板部６の受面６ｇに当接
することによって接合され、これによって、当接面６ｆ，６ｆ間からの光漏れが防止され
ている。
【００３６】
　帯状体１２の隣り合う保持体１，１どうしを連結固定した後、当該帯状体１２の両端部
を前記結合手段１３によって結合する。すなわち、四角筒状に連結された帯状体１２の一
方の端部側に位置する保持体１の側板部５の側端面を、他方の端部側に位置する保持体１
の側板部５の被当接面５ｄに当接したうえで、被当接面５ｄに形成された孔５ｅに保持体
連結用ねじ１４を挿通して、前記側端面に形成されたねじ孔５ｇにねじ込むことによって
帯状体１２の端部どうしを連結する。
【００３７】
　また、本実施の形態では、図１、図２、図５、図６および図１０に示すように、結合手
段１３によって結合された一方の側板部５の側端部の上部に、回路基板２へ電気を供給す
る電源ケーブル１５を、筐体７の外側から内側に挿通するための挿通部１６が設けられて
いる。この挿通部１６は、側板部５の側端面に形成された溝状のものであり、当該挿通部
１６の幅は電源ケーブル１５の径とほぼ等しくなっている。そして、この挿通部１６に電
源ケーブル１５が外側から挿通されたうえで、被当接面５ｄ上を回路基板２まで延びて当
該回路基板２に接続されている。
　また、挿通部１６に挿通された電源ケーブル１５は、保持体１，１の端部どうしを結合
することで押圧されている。すなわち、電源ケーブル１５は押圧部２０によって保持体１
に押圧されている。この押圧部２０は、具体的には、挿通部１６が形成された側板部５に
隣り合う側板部５の側端面と直交する面２０（図１、図６および図１０参照）によって構
成されており、この面２０によって電源ケーブル１５が保持体１に押圧されている。電源
ケーブル１５が押圧される保持体１の部位は、図５に示すように、挿通部１６が形成され
た側板部５の前記被当接面５ｄに直交する面５ｓである。
【００３８】
　このような構成の照明装置を組み立てる場合、図５および図６に示すように、４つの保
持体１を一方向に並設して配置して帯状体１２を形成し、当該帯状体１２に、帯状でかつ
光源が設けられた回路基板２を側板部５の並設方向に延在させて配置したうえで、当該回
路基板２を側板部５に固定するとともに、前記台形回路基板９を上板部６に固定する。
　次に、このような回路基板２および台形回路基板９が取り付けられた帯状体１２を接続
部２ｂで折り曲げて（屈曲して）、図１および図９に示すように、四角筒状に形成する。
次に、隣り合う保持体１，１どうしを連結するとともに、帯状体１２の一方の端部側に位
置し、かつ挿通部１６が形成された側板部５と、帯状体１２の他方の端部側に位置する側
板部５を前記結合手段１３によって結合する。この際、挿通部１６に電源ケーブル１５を
挿通しておき、結合手段１３によって隣り合う保持体１，１の端部どうしが結合されると
、当該電源ケーブル１５は、押圧部２０によって側板部５の面５ｓに押圧される。
【００３９】
　以上のように、本実施の形態によれば、光源３を備えた実装部２ａの裏面が保持体１の
取付面５ａに放熱シート８を介して密接しているので、光源３に生じる熱を実装部２ａお
よび放熱シート８を介して保持体１に伝熱し、この保持体１から外部に放熱できる。また
、光源３を備えた実装部２ａが保持体１の取付面５ａに取り付けられているで、光源３を
保持体１の内面全体に配置することができ、その結果、高出力かつ発光面積が大きいもの
とすることができる。
　したがって、発熱量が大きい光源を用いた場合でも放熱効果に優れ、高出力かつ発光面
積が大きい照明装置を提供できる。
【００４０】
　また、隣り合う保持体１，１の側板部５，５の取付面５ａ，５ａの隅部に凹所５ｆが設
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けられ、この凹所５ｆに回路基板２の光源を備えない接続部２ｂが収められているので、
筐体７の隣り合う内面（取付面５ａ）において、隣り合う実装部２ａ，２ａを接続部２ｂ
に干渉することなく十分に近づけて発光面を連続させることができる。したがって、この
実装部２ａに光源をくまなく配置することによって、接続部２ｂでの光ムラの発生を抑制
しつつ発光面積をより大きなものとすることができる。
【００４１】
　さらに、回路基板２は、実装部２ａの外側に突出する固定部２ｄを有し、この固定部２
ｄが側板部５の固定面５ｂにねじ（物理的固定手段）１０によって固定されているので、
経時劣化により回路基板２が保持枠から剥がれることを防止できる。また、固定部２ｄが
実装部２ａの外側に突出しているので、実装部２ａの面積を大きくとることができ、この
実装部２ａに光源３をくまなく配置することによって、発光面積をさらに大きなものとす
ることができる。
　加えて、前記固定面固定用ねじ１０の頭部１０ａが凹所５ｈに収められているので、当
該頭部１０ａが筐体７に干渉することがなく、よって、筐体７に隙間が生じて光漏れが生
じるのを防止できる。
【００４２】
　また、挿通部１６に通された電源ケーブル１５が押圧部２０によって側板部５の面５ｓ
に押圧されているので、電源ケーブル１５と筐体７との間に隙間が生じることがない。し
たがって、筐体外部への光漏れを防止できるとともに、筐体７から電源ケーブル１５の抜
けを防止できる。
　さらに、回路基板２をフレキシブル基板によって構成したので、実装部２ａ，２ａ間の
配線が不要となるとともに、回路基板２の接続部２ｂが実装部２ａより細いので、回路基
板２を容易に四角筒状に形成することができ、組み立てが容易となる。
【００４３】
　また、回路基板２の上方の接続部２ｂは、その上辺が上板部６，６の下部に当接し、下
辺が前記固定面５ｂを形成するための凸部５ｔに当接することによって、上下方向への移
動が規制され、下方の接続部２ｂはその上下の辺がそれぞれ上下に配置されている固定面
５ｂ，５ｂを形成するための凸部５ｔにそれぞれ当接することによって、上下方向への移
動が規制されているので、実装部２ａを側板部５の取付面５ａに取り付ける際や、帯状体
１２を四角筒状に折り曲げる際に、接続部２ｂ，２ｂが上下に逃げるのを防止できる。よ
って、この逃げに起因する実装部２ａの取付面５ａからの浮き上がりを防止できる。
　また、帯状体１２において、接続部２ｂは側板部５の凹所５ｆの上方に配置されている
ので、当該帯状体１２を四角筒状に折り曲げる際に、接続部２ｂが筒状に屈曲されて凹所
５ｆに収まる。したがって、接続部２ｂが実装部２ａに干渉することもなく、さらに、当
該実装部２ａの浮き上がりを防止できる。
【００４４】
　また、上板部６は受面６ｇを有するとともに突出部６ｈを有しているので、隣り合う上
板部６，６の隣り合う当接面６ｆ，６ｆどうしが互いに当接する際に、突出部６ｈが受面
６ｇに当接することで、当接面６ｆ，６ｆ間からの光漏れを防止することができる。
　さらに、実装部２ａを取り付ける取付面５ａと、台形回路基板９を取り付ける取付面６
ｂとの間に凹溝６ｃ（図５参照）が形成されているので、実装部２ａと台形回路基板９と
の屈曲した接続部をこの凹溝６ｃに逃がすことができ、よって、実装部２ａおよび台形回
路基板９の浮き上がりを防止できる。
　また、帯状体１２を複数（４つ）の保持体１を接続することによって構成したので、当
該保持体１の個数を増減するとともに、回路基板２の長さを増減することによって、所望
の角数の角筒状の照明装置を製造できる。
【００４５】
　なお、本実施の形態では、筐体７を四角形筒状とした場合を例にとって説明したが、本
発明では、筐体７を三角形筒状や、５角形以上の多角形筒状に形成してもよい。
　また、本実施の形態では、側板部５の上端部に上板部６を一体的に形成したが、本発明
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　さらに、本実施の形態では、複数（４つ）の保持体１を有する帯状体１２を角筒状（四
角筒状）に形成する場合を例にとって説明したが、本発明では、これに限ることなく、例
えば、１つの保持体１からなる帯状体を、角筒状に形成してもよい。
【符号の説明】
【００４６】
１　　保持体
２　　回路基板
２ａ　実装部
２ｂ　接続部
２ｄ　固定部
３　　光源
５　　側板部
５ａ　取付面
５ｂ　固定面
７　　筐体
１２　帯状体
１３　結合手段
１５　電源ケーブル
１６　挿通部
５ｆ，５ｈ　凹所
２０　押圧部
【要約】
【課題】放熱効果に優れ、高出力かつ発光面積が大きい照明装置を提供する。
【解決手段】複数の保持体１を有する帯状体１２が角筒状に形成されるとともに、当該角
筒状に形成された帯状体１２の端部どうしを結合してなる角筒状の筐体７と、この筐体７
の内面に取り付けられ、かつ光源３を備えた回路基板２とを備え、回路基板２は、筐体７
の内面に取り付けられ、かつ表面に光源３を備えた実装部２ａと、筐体７の周方向に隣り
合う実装部２ａ，２ａどうしを接続し、筐体７の隣り合う内面の隅部において屈曲可能な
接続部２ｂとを有し、実装部２ａの裏面が保持体１の内面（取付面５ａ）に接触している
ので、放熱効果に優れ、高出力かつ発光面積が大きい照明装置を提供できる。
【選択図】図５
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【図６】
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【図９】

【図１０】
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